


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 － 21 －
「本つ学び」考
がその真価を理解されなかったり，誤解されたりするのも「気運」によるとされる。人為ではどうしよ
うもないとされる「気運」ではあるが，隆正はこれを「神議」と結びつけて考えているように受け取れ
る。どんな事象も，人智では判断し得ない「神議」が働いており，一見どうしようもなく悲観的な事柄
にみえることでさえも，「神議」というこの世界を造った神の計り知れない智によって計算され，仕組
まれているということが，「気運」という語でも説明されているのではないかと考えられる。今自分が
置かれていることを「気運」の視点から捉えることは，そうした「神議」という計り知れない妙理をそ
れとして受け止めることであり，理想的な現状認識であるとも言えるのではないか。
23）『学運論』（『大國隆正全集』第四巻有光社1938所収）
24）隆正は「人の道」を次のように説明する。まず，「我が本教のうちの本教といふべきものは，天都詔
詞太諄辞といふもの」（『本学挙要上』p.9）で，「ト・ホ・カミ・ヱミ・タメといふことば」(同 )である。
この五つは「道の大本」と呼ばれ，とくに「タメ」は，その「中」に位置してもっとも重要性を持つと
される。「人とうまれて，このタメといふことばによらぬはな」（同p.14）く，「タメ」は「自分のため」
（同）ではなく，「広く人のため・世のためをおもふこと」（p.15）であるとされる。まさに「タメ」は「人
の道」の中枢部分である。「人の道」について詳しくは『本学挙要』参照。
25）先に本文中に引用した次の箇所も参照。「そもそもこの天地は，天之御中主神の，中を本にしてな
れるものなり。されば本教本学の基本は，ただなかといふ一言にありと知るべし。」（『本学挙要　上』
p.21）天地も人の道も，究極は「天之御中主神」の「中」に根拠をもつ。「中」や「天之御中主神」に
ついては『古伝通解』二，三に詳しい。（『大國隆正全集』第六巻有光社1939所収）隆正の「本教」の内
実をより精密に分析するには，この「中」の概念に即して，世界のでき方や言葉の面から考察すること
が不可欠であろう。また，本稿では最終的にはつくられてあること，場所性に即して「本」を説明して
いきたいのだが，ここでの「中」も中枢，勘どころとしての位置づけを意味するものであり，その点で
も「中」は非常に重要な概念である。とくに「中」を「正中」「偏中」と分ける考え方は，「忠」のあり
ようを見る上で重要である。『直毘霊補注』（『大國隆正全集』第二巻所収）参照。本稿では深入りでき
なかったが，「中」については改めて考察したい。
26）『古伝通解二』（（『大國隆正全集』第六巻有光社1939所収）
27）「国之御中主神といふ御名こそ，ものにみえね，国之御中主神と称へまをすべき神は，今の現におは
しますなり。そは我この大日本国の天皇にておはします。そもそもわが大日本国の天皇は，神代の昔よ
りその御統たがはせたまはず。」（同pp.59-60）「天地の初めて発りしとき，高天原に天之御中主神はな
りまして，そののちに国之御中主神といふ神のおはしまさぬは，天之瓊矛よりことおこりて，後の国之
御中主神にあたるべき天孫をつぎつぎにつくりなし，あまくだしたまひ，これもて国之御中主とせんし
たがまへにぞありける。」（同p.61）
28）「唐土以下の国々は，王統定まらず，皇国にくらべては，いたく劣れる国なるにより，造天地の真説
全くつたはらぬなり」（『憐馭者上巻』p.198）
29）儒学者がわが国日本のことを知らないことについては，本居宣長も批判している。「儒者の皇国の事
をばしらずとてある事」『玉勝間』一の巻pp.22-23参照。
30）「気運」もしくは「時運」にそくせば，今は「日本国にてうづもれありし本原の説の世にあらはるべ
き運」にあたり，「本学者」も世に出ている。また，神代の古説の理解困難な部分は西洋の「天文窮理
の学」を参考にして解き明かすことが出来，その点でも西洋の学の存在意義は存する。隆正は「本学の
再興」と西洋の学問の協働は「神議」であるとし，そのような「時運」にある学者はそれを受け止め，
西洋の学を学ぶべきであると考えている。（以上，『馭戒問答下』pp.114-115参照）
31）とはいえ，職業柄儒学者が中国の聖賢を尊ぶことは一理ある。ただし，それを一般人が誤解するとい
う弊害はやはり問題である。「今の世の人，わが生れし皇国をいやしめ，外国の唐土を尊崇するは，職
として学者の聖賢を尊崇するによる。そはものしりといはるる人のいふことなればまことならんとお
もひて，ものしらぬものまでも唐土をしたふは，かへすがへすも憂はしきことなり。」（『憐馭者上巻』
p.217）
－ 22 －
富山大学人文学部紀要
32）『直毘霊補注　上』参照。注25も参照。
33）自らの学統を「国学の四大人」つまり荷田春満，賀茂真淵，本居宣長，平田篤胤を嗣ぐ者と，隆正
は規定する。この学統は「本学」を再興する道筋であるとも考えられる。『学統辯論』（『大國隆正全集』
第四巻有光社1938所収）に詳しい。
34）『学統辯論』（『大国隆正全集』第四巻　有光社1938所収）
35）『学統辯論』pp.143-146参照
36）もちろんそれは単なるセンスの問題ではない。『学運論』で隆正が論じているように，「気運」もしく
は「時運」の移り変わりを計算で説明することはできる。
付記
　当論文は，科学研究費補助金基盤研究（C）「東アジア近代における国学の研究」　課題番号 22520043
における研究成果の一部である。
